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「人と海鳥と猫が共生する天売島」連絡協議会
構成団体：
羽幌町役場 町民課
北海道 環境生活部環境局生物多様性保全課
環境省 羽幌自然保護官事務所
公益社団法人 北海道獣医師会
北海DOぶつnet
協力／環境省北海道環境パートナーシップオフィス

ノラネコ対策は、継続して実施し
ていくことがとても大切だと思い
ます。猫は繁殖力がすごく、あっと
いう間に増えてしまうことは私も
知らず、島民の方もこれらのこと
をもっと知ってもらえればと思い
ます。
また、今後ノラネコ対策が進むこと
で、海鳥がどのように増えていくか
を確認したり、ハシブトガラスやド
ブネズミなどの対策をしっかり行っ
ていくことも大切だと思います。

町内会長
（和浦地区）
石川  祐大氏
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【編集後記】
昨年から天売島での取り組みに関わり、今年は島の皆さんとお話しする機会も増えま
した。「天売猫だより」をご覧になって、「こういう情報、知らなかったけれど、そうだった
らこうしないとな」というお話も耳にし、島の未来を考える上で「天売猫だより」は活用
されていると感じました。これからも、皆さんの手で守られる「人と海鳥と猫が共生す
る天売島」を応援します！（環境省北海道環境パートナーシップオフィス　溝渕清彦）
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天売学講座で天売猫の
取り組みを紹介しました

10月29日、天売高校が定期
的 に 行 っ て い る 「 天 売 学 講
座」で天売猫の取り組みを紹
介しました。講座には高校生
や先生方、島民の方が参加さ
れ、熱心に話を聞いていただ
きました。
海鳥センターでは「天売猫の
カードゲーム」の作成を進め
ており、羽幌高校で実践しま
した。次回は天売高校でもこ
のカードを使って、楽しみな
がら天売猫の取り組みを考
えてもらう機会を作りたいと
思います。

9月10～11日、天売猫をきっかけに
島を訪れ、天売猫の取り組みや豊か
な自然を体験してもらうことを目的
に、「天売猫と天売島を学ぶツアー」
を実施しました。
ツアーには留萌や札幌だけでなく、
遠くは帯広や東京から20名の参加
があり、シーカヤックや漁船クルー
ズの他、今年から始まった提灯ナイ
トウォークに参加するなど、天売島
の自然を満喫しました。また、海の
幸満載のバーベキューで島の豊か
な恵みも味わいました。
今後も、天売猫の取り組みと観光振
興の両立を目指したイベントを実
施していきます。

天売猫ツアーを
行いました

もしノラネコ対策を
やめたら？

●数年後にはノラネコが増え、元  
　の状態に戻ってしまい、海鳥や
　住民生活に影響がでる。
●ノラネコが増えても、予算や愛
　護団体などの協力が得られにく
　い。同じような対策ができないた
　め、ノラネコは放置されるか殺
　処分される可能性が高く、猫に
　とっても不幸な結果となる。
●問題が解決されないままとな
　り、島全体のイメージダウンにつ
　ながる。

今号は、これからのノラネコ対策について特集します！

これまで紹介してきた重要なこと

今までの天売猫だよりでは天売猫の取組内容、猫の繁殖力の強さ、ドブネズミ対策
などを紹介してきました。今号では「人と海鳥と猫が共生する天売島」を目指して、
今後のノラネコ対策の進め方などについて、紹介します。

１．島民がノラネコを飼い猫として飼う。
島民の皆さんが、現在いるノラネコを飼い猫として飼うことは歓迎で
す。ただし、条例に基づき、マイクロチップの登録や
不妊去勢などを行い適正に飼うことが必要です。
※当面の間、動物病院までの移動や医療費などは、羽幌町役場で
　負担します（マイクロチップの登録費1,000円のみ必要です）。

２．天売猫方式で新しい飼い主を探す。
ノラネコを捕獲して島外搬出し、医療行為と人に慣らす
作業（馴化）を行った後、譲渡会などで新しい飼い主を
探す方法（天売猫方式）を行います。

島の関係団体でつくる「連絡会」では、今後のノラネコ対策
についてこれまでに5回話し合ってきました。
その結果、ノラネコ対策は継続して行う必要があり、
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●天売島のノラネコ対策は「海鳥」「住民の生活」「猫自身」の幸せを
　守るために行っている
●冬の風雪は、ノラネコにとって厳しい環境である
●猫の繁殖力は高く、あっという間に数が増えてしまう
●ノラネコとドブネズミの因果関係ははっきりしていない
●ドブネズミとノラネコの対策は別々に考えながら、
　積極的に行う必要がある
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今後のノラネコ対策
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連絡会の様子
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●現在猫を飼育していると答えた人は19件（35
　匹）で、うち9割以上が飼い猫登録と不妊手術
　を行っています。
●屋内だけで猫を飼っている方は17％で、多くの
　猫は屋外で飼われています。
●天売猫方式（ノラネコを馴化して新しい飼い主
　を探す方法）は、85％の人が望ましいと回答し
　ています。
●最近のノラネコによる被害は、約４割の人が
　減ったと回答していますが、変わらないと答え
　た人も同程度見られます。
●半数以上の人がノラネコ対策をして良かった
　と回答し、その理由は「ネコによる被害が減っ
　た」「海鳥を守るため」などです。一方、良くな
　かったとの回答した理由には「ネズミ被害が増
　えた」などがありました。

●住居侵入や魚をかじるといったドブネズミの被
　害を7割以上の人が受けています。また、半数
　近くの人が最近ドブネズミが増えていると回答
　しましたが、3割の人はあまり変わらないと回
　答しています。
●7割の人がネコがドブネズミ被害防止に役立っ
　ていると考えており、ネズミ被害が無ければノ
　ラネコはいない方がよいかという質問に対し
　ては、意見が割れています。
●８割を超える人が、天売島にとって海鳥の存在
　は重要と回答しており、6割の人が海鳥保護に
　協力したいと考えています。

ノラネコの捕獲作業の再開について
連絡会で考えた方法を元に、以下のようなスケジュールで
ノラネコの捕獲作業を行う予定です。

今後、協議会として行っていきたいこと

ノラネコ対策に関するアンケート結果

近い将来、島にいる猫は飼い猫だ
けの状態になることを目指します。
もし、一定数のノラネコが残ってし
まった場合、繁殖してあっという間
に数が増えてしまうことが考えられ
るため、全てのノラネコの捕獲を目
標とします。

過去、ノラネコの不妊去勢をして島
に戻す取り組みも試みましたが、同
じノラネコばかりが捕獲され、うま
くいきませんでした。
また、島に戻したネコは繁殖しませ
んが、海鳥や住民生活に影響を与
える可能性がある他、ネコにとって
もノラ生活は幸せとは言えません。

住居侵入や魚をかじるといったドブネズミの被

6月に北海道大学と酪農学園大学の学生さんが
行ったアンケート調査の結果をお知らせします
（合計131件）。
※アンケート結果の詳細については、別紙をご覧ください。

アンケート結果は、今後のノラネコ対策に
活用していきます。

ノラネコの捕獲作業の他にも、北海道獣医師会や愛護団体などと協力しながら、
様々な取り組みを行っていきます！

ノラネコ対策の説明会
●ノラネコ対策の必要性、具体的なノラネコ対策
　などについて、説明会を行います。
　※説明会の詳細は別途、送付するチラシやIP電話で
　　ご確認ください。

●説明会の後も、回覧やIP電話などで、捕獲再開
　の日程や、捕獲時の注意点、飼い猫登録の方法
　などについて周知します。

ノラネコの捕獲作業の再開

捕獲猫情報

掲示期間
12月10日～12月20日

ノラネコの
捕獲数の目標は？

不妊去勢だけして
島に戻したら？　

捕獲作業の様子

市街地で捕獲された子猫

動物病院での医療行為 譲渡会馴化作業

猫にとって幸せな飼い方などを紹介した冊子を
作成して、現在猫を飼っている人や
新しく猫を飼う人に配布します。

定期的に動物病院の先生が島を訪れ、
飼い猫の健康診断や簡単な診察を
行うことができるようにします。　

天売猫をきっかけにして、島を訪れる人を増やすなど、
島の地域振興につながる取り組みを行います。

新しく猫を飼いたい人のために、島で「猫の譲渡会」を
行ったり、保健所にいる猫を紹介するなど、
猫を飼える機会を設けます。

ペットの健康診断

天売猫の譲渡会

天売猫方式

市街地を中心にノラネコの捕獲作業を行
います。
●捕獲した猫はマイクロチップの有無を確認し、
　飼い猫の場合はその場で放します。

ノラネコを捕獲した場合、その都度島民の
皆さんに飼い猫登録の希望を確認します。
●捕獲した場所や猫の写真、特徴などをIP電話や
　掲示板（支所やフェリーターミナルに設置予定）
　で周知します。飼い猫登録を希望される方はご
　連絡ください。

●飼い猫登録の希望があった場合は、動物病院で
　医療行為（マイクロチップ挿入、不妊去勢、ワク
　チン接種など）をした後、手続きを行います。

飼い猫登録の希望がない場合は、天売猫
方式で新しい飼い主を探します。

掲示期間は10日間とし、その期間ノラネコ
は海鳥センターで飼育します。




